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「日本の文化」と「当たり前」 ～サッカー・Ｗ杯「自発的に清掃する姿」に学ぶ～ 
              

 イチョウの葉が黄色に色づき、秋から冬へと季節が移り変わる様子が感じられるようになりました。

１１月は数多くの学校行事が行われましたが、その中でも１２日に行った開校１５０周年記念は子ども

も大人も心に残るイベントとなりました。コロナ禍の中の限られた時間の中にもかかわらず実行委員の

皆さんをはじめ多くの皆様の御協力のおかげで、充実した時間を過ごすことができました。素敵な周年

イベントとなりましたこと、改めて感謝を申し上げます。なおまだ続く関連行事もありますので、実行

委員の皆様には引き続きお世話になりますが、よろしくお願いいたします。早いもので今年も残すとこ

ろあと一か月となりました。学期末に向け、この一年を振り返りながら気を引き締め教育活動を行って

まいります。１月には気持ち新たに新年が迎えられますよう、御協力をお願いいたします。 

さて、先月２０日にサッカー・ワールドカップ（Ｗ杯）カタール大会が開幕し、日本でも試合日には

熱狂的な応援がなされました。先のドイツ戦では、日本が数少ないチャンスを逃すことなく得点に生か

し、勝利に導いたことは記憶に新しいです。優勝候補と言われるドイツを相手に歴史的な勝利を飾り、

日本中が歓喜にわきました。今年はコロナをはじめ、戦争、ミサイル、円安など、不安の多い一年でし

たので、このことは本当に嬉しい話題でした。その後の試合は、一進一退。試合があるたびに私達をわ

くわくさせてくれました。 

実は、このワールドカップで注目を浴びたのは選手だけではありませんでした。新聞を見ていると「サ

ムライサポーター表彰」の見出しが目に入ってきました。観戦した日本人サポーターが、試合終了後に

自発的に会場でのゴミ（ペットボトルや空き箱など）を拾っていたのです。その量は、４５㍑のゴミ袋

で２０袋分。その様子を見ていた現地ボランティアは活動をたたえ、その場で感謝の言葉を伝えました。

こういった日本のサポーターの行動は、他の国のサポーターも真似をし、すでに他国のモデルになって

いるとのことでした。「当たり前のことをして賞をもらえるのは、不思議な気分。日本の文化なので世

界に広めたい。」賞を受け取ったサポ―ターはこんな言葉を残しました。また、日本代表についても、

試合後に使用したロッカールームをぴかぴかにし、感謝の言葉や折り紙を置いていったことが話題にな

っていました。かつての試合でも同じことが取り上げられていました。きれいなロッカールームを用意

してくれた方、次に使用する方のことを思い、場を清めて去るという共通の行為に、日本の文化・日本

人としての心を改めて思い起こさせてくれます。 

これらの行為は、学校にも通ずるところがあります。日々、学び、私達の成長を見守ってくれている

校舎や校庭は、つい日々の生活では感謝を忘れ、場を清めることなく当たり前のように使っていること

が多いかもしれません。「自分達が使用した場所をきれいにして帰るのは当たり前」というよき日本の

心を私達も大切にもち続けていきたいと思います。           （文責 清水 良江） 

 

 

    

 

あかまつ
 

    「集中できる時間は１５分」  ～時間を決めてスモールステップで学習する～ 
 

長い時間「宿題をやる」となると、少し気が重たくなることもあるかもしれません。集中できると
きはいいのですが、なかなか集中できない時もあります。そんな時は、時間を区切ってスモールステ
ップで取り組むようにするといいかもしれません。例えば、「音読」は○時○分から 5分間だけ。そ
の後は、おやつを食べて、「漢字ドリル」を○時○分から１５分間やる。それが終わったら１０分間
休憩して計算ドリルを１５分間やろうなど。家の人が、洗濯物をたたんでいる間に～をやってしまお
う、でもいいと思います。これらの流れを一つのルーティンにするのもいいと思います。いずれにせ
よ子どもが集中できる時間は１５分程度と言われています。低学年だと１０分程度です。勉強時間を
短く区切って行う方法は有効です。各御家庭の状況に合わせて取り組んでみてください。 
 
 

 

 


